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税納

第 191号
平成27年 12月発行

発行所

在費伏見納税協会

伏見納貯組合連合会

京都市伏見区深草墨染町44-14

世話 075(64!) 0998帯

編集発行人

専務理事高島康朗

平
成
二
十
七
年
度
納
税
表
彰
式
(
伏
見
税
務
署
・

公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会
・
伏
見
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
共
催
)
が
十

一
月
十
九
日
(
木
)
京

都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
&
ス
パ
に
お
い
て
京
都
府
京

都
南
府
税
事
務
所
長
、
京
都
市
伏
見
区
長
、
近
畿

税
理
士
会
伏
見
支
部
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓

を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
は
、
多
年
に
わ
た
り
適
正
な
申
告
と
期

限
内
納
付
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
税
知
識
の

普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
、
税
務
行

政
の
円
滑
な
推
進
、
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

の
利
用
拡
大
、
並
び
に
租
税
教
育
の
推
進
に
多
大

な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
式
典
に
お
い
て
「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
優

秀
作
品
の
朗
読
が
あ
り
、
中
学
生
と
は
思
え
な
い

税
に
対
す
る
し

っ
か
り
し
た
考
え
方
に
全
員
が
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

受
彰
等
の
ご
栄
誉
に
対
し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
D

H・P・-・・・・~~-~ でご 二三， 三工 ?・目・ー・ー・ー.-・p

(受
彰
者
名
は
次
頁
の
と
お
り
)

平成27年度納税表彰式

納税表彰式

行事予定 個人部会決算・申告指導

優法会研修会

理事会

理事会

定時総会

2月4・5'8・9・10日

10日

3月28日

4月28日

5月27日

納貯研修会

青年部役員会・自由の会

平成27年度

1月13日

、

19日12月14・15日 年末調整相談会

個人部会分科会長会議20日「税についての作文」表彰式15日

法人部会研修会・意見交換会

一 1

2月2日青年部会役員会・研修会・拡大自由の会16日



平成27年12月 伏見納税 だ よ り 第191号
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ず縦括部繊維誕錨縦縞郎副縦開鋭部総~~縦縞錨ぽ必出縦部梢制緩官

j 栄えある表彰を受lけ才5れ7たと方々 !ししL(崎伽棚敬酬酬…称柵略

塙噌実事防罪跨雷実醗穿持安寄摂桝安賭匹実常悌，実帯涙喪需宕将問実帯耕穿持榔突貯耕努探安蹄諜錦~識安鯨鯨宗探槻安鼎族帰野閉3芳耕幸鞍開R点m実期努卿拶椋棚実m糊書持悌実路耕F持安榊持宰詩実持榔穿芳耕舟F点漏繋跨涙安野楳F糊止J喪匹梯野蹄Z実y寄 ~~~Ið~ 

伏
見
税
務
署
長
納
税
表
彰
受
彰
者

大

石

七

一

一

(公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会

常
任
理
事
)

金

森

靖

治

(公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会

常
任
理
事
)

谷

口

貢

(
公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会

副
会
長
)

公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会
会
長
表
彰
受
彰
者

(
法
人
の
部
)

(株
公子F
持苔
思社
会寺
語内
記製
要作
五所
理
事

(特
会定
荘医
団梧

守語
百人
bb 
度仁
再会
理
事

野
口
建
設
新
都
株
式
会
社

(公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会
青
年
部
会
幹
事
)

(
個
人
の
部
)

萩

恒

夫

(
公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会

理
事
)

国

税

一一寸

ダ

の

イ

レ

ク

伏
見
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
受
彰
者

中

村

弘

(
伏
見
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
監
事
)

(
公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会
理
事
)

【
伝
達
】

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
感
謝
状
受
贈
者

望

月

敏

男

(伏
見
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事
)

(
公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会
理
事
)

ト

納

付
L一一

用

手リ

の

を

F 
経営者大型総合保障制度のご加入企業の拡大に向けて

広げよう納税協会の輪
運動実施中〆

命 AIU保険会社
、\"~

Dt1IDD大同生命

京都支宿/

京都府京都市中京区烏丸遇三条下ル陣頭屋町595
(大同生命京都ピル7F)TEL 075-223-1651 

ワ臼

京都支社/

京都市中京区烏丸通り三条下Jレ陣頭屋町595-3
TEL 075-231-5341 
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中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

表
彰

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
応
募
さ
れ
ま
し
た
一

に
つ
い
て
、
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

一
三
六
作
品
(
伏
見
区
)

島
-忠

長

唯生F
~ 

都

市

田

千

晴(
深
草
中
学
校
)

京
都
府
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

上

野

(誠(恭
桃京

山宏都平

中哲
学学
校校

渡

辺

伏

見

税

務

長

貫

署

林

丈

瑠(
醍
醐
中
学
校
)

藤

里

歩

(
京
都
教
育
大
学
附
属
桃
山
中
学
校
)

斎

近
畿
税
理
士
会
伏
見
支
部
長
賞

拓

人(
藤
森
中
学
校
)

l
 
i
 

---E
，，
 

伏
見
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

石

(遥(
京藤

都
日林怜

橘占ー

中!
学子

校校

田

中

野

公
益
社
団
法
人
伏
見
納
税
協
会
会
長
賞

古

/.、
'口

一旦

(
醍
醐
中
学
校
)

刊西

(
京
都
橘
中
学
校
)

松

持H

伏
見
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

中

美

緒(
神
川
中
学
校
)

藤

芹

華

(
京
都
教
育
大
学
附
属
桃
山
中
学
校
)

キナ

遠

伏
見
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
奨
励
賞

山

内

亜

友(
洛
水
中
学
校
)

紗

羅

(
京
都
聖
母
学
院
中
学
校
)

b
刊

(
春
日
丘
中
学
校
)

早

恵(
向
島
東
中
学
校
)

小

田

原瀬

宥

輝(
大
淀
中
学
校
)

咲

希(
桃
陵
中
学
校
)

め

ぐ

な

(
伏
見
中
学
校
)

和

恵(
向
島
中
学
校
)

乾田

原

柳喜

多

川
野

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
表
彰

1架

見

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
に
応
募
さ
れ
ま
し
た
五
一
五
作
品

に
つ
い
て
、
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

(
伏
見
区
)

貧民
京
都
府
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
賞

難

波

花

音
(
京
都
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
)

税

務

長

伏

見

署

唯主計

~ 

日U

田

将(
京
都
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
)

I-Ll 

辛王

崎

由

佳
(
京
都
聖
母
学
院
高
等
学
校
)

近
畿
税
理
士
会
伏
見
支
部
長
賞

崎

慧

(
京
都
橘
高
等
学
校
)

伏
見
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

-3一

明岡

河

美

空

(
京
都
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
)

山

真

由

樺

(
京
都
聖
母
学
院
高
等
学
校
)

崎

哲

太
(
京
都
す
ば
る
高
等
学
校
)

伏
見
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
奨
励
賞

坂111 ム、
7 

允

(
伏
見
工
業
高
等
学
校
)

智

哉
(
京
都
橘
高
等
学
校
)

井

楓

香
(
京
都
す
ば
る
高
等
学
校
)

井キす
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公

青若
霊園
母13法
25人

芝貸
δ納
周税
年頃
記玉

事
業

「
大
手
筋
商
応
街
を
パ
レ
ー
ド

伏
見
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
コ
ラ
ボ
」

パ
レ
ー
ド
は
十

一
月
七
日
(
土
)
雨
が
心
配
さ
れ
た
が
降
る
こ

と
な
く
、
午
後
三
時
三
O
分
月
桂
冠
駐
車
場
に
伏
見
税
務
署
長

以
下
幹
部
の
方
・
青
年
部
の
役
員
と
会
員
・
本
会
役
員
、
伏
見

中
学
校
吹
奏
楽
部
総
勢
九

O
名
が
集
合
し
た
。
高
階
青
年
部
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
大
手
筋
商
庖
街
に
繰
り
だ
し
た
。
横
断

幕
を
先
頭
に
吹
奏
楽
部
、
税
金
ク
イ
ズ
・
記
念
品
等
を
配
布
す
る

会
員
が
続
き
、
商
.

庖
街
の
庖
の
方
、

買
い
物
客
等
か

一

ら
注
目
を
浴
び

-

て
い
た
。
結
果
、

伏
見
納
税
協
会

青
年
部
会
の
存

在
を
広
め
る
と

と
も
に
、
横
断
幕

に
記
載
し
て
い

「
正
し
い
税

知
識
の
普
及
」

に
大
き
く
貢
献

るし
た
パ
レ
ー
ド

に
な
っ
た
。

-
式
典
・
祝
賀
会
」

第
一
講
演
会
は
、
大
阪
国
税
局
秦
融
税
第
二
部
長
を
お
迎
え
し

て
、
「
税
務
行
政
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
講
演
会
を
開
催
し
た
。

税
務
当
局
は
、
内
外
と
も
に
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
、
い
か
に

効
率
化
等
創
意
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
非
常
に
理
解
し
や
す
い
内
容

で
あ
っ
た
。

第
二
部
式
典
は
、
来
賓
に
大
阪
国
税
局
秦
課
税
第
二
部
長
・
伏

見
税
務
署
山
本
署
長
・
納
税
協
会
連
合
会
辻
常
任
副
会
長
・
伏
見

納
税
協
会
大
宮
会
長
を
お
迎
え
し
、
更
に
京
都
ブ
ロ
ッ
ク

8
協
会

の
青
年
部
会
員
・
役
員
も
か
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
歴
代

部
会
長
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

第
三
部
祝
賀
会
は
、
照
明
が
落
ち
た
中
で
世
界
的
な
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト
田
中
彬
博
氏
の
演
奏
に
よ
り
幕
明
け
を
し
た
。

そ
の
後
、
納
税
協
会
連
合
会
辻
常
任
副
会
長
の
発
声
に
よ
り
乾

杯
の
後
、
出
席
者
と
一
体
と
な
っ
た
田
中
氏
の
演
奏
に
伏
見
の
清

酒
と
と
も
に
最
高
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
た
。

演
奏
の
後
、
竹
中
相
談
役
(
前
青
年
部
会
長
)
の
説
明
を
加
え
た

パ
ワ

1
ポ
イ
ン
ト
の
映
像
に
よ
り
正
し
い
税
知
識
の
普
及
等
積
極

的
に
展
開
し
て
い
る
伏
見
の
青
年
部
活
動
を
広
く
周
知
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

「
講
演
会

記念 l同 i出会・式典・祝'Cl~~ 
11'.1、人 fJ:.lよ ドLi札会 t'J{rm;;: 

すり京料理

SOH WA  S E I 

圃 (075)641-6238悦)

-4 -
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見張り、「時代の最先端・未来がわかる」との

タイトルどおりの内容に、会員は参加して大

変有意義な時間をもてたと全員が感嘆の声を

あげていましたO

竹中副会長(前青年部会長)が
京都大教育附属桃山小学校生徒に租税教室

10月22日、竹中副会長は、母校の小学 6年

生74名に対し、租税教室の講師となり税に関

する講義を行った。税に関する問いかけに多

数の生徒が積極的に手を挙げ発表する中、日

常生活を踏まえた解かりやすい説明に生徒も

納得-理解していた。

この内容は11月7日付京都新聞紙上に大き

く採りあげられた。

lf税を考える週間j記念イベン卜|

タ力ラバイオ社見学(研修)

“時代の最先端・未来がわかる"

11月24日京都駅南側からパス.3台に会員62名

を乗せ、タカラバイオ社に到着、まず、大宮会

長から今回の見学会の趣旨及び再生医療等の概

要説明があり、続いて仲尾社長から会社概要及

び一般の人に理解しにくい「対外遺伝子治療」

や「細胞の分化の幹細胞」等について図解を使

って、大変分かりやすい説明を受けました。

工場見学では、最新の設備、塵・菌への細い

配慮、セキュリテイなど厳重な対策に皆、目を

大 安 藤 福 藤
個

株 林 株 株
株式

サ 有 ，ヨ一fi:→ 

ピ主

法
華H人 人

42L 3Z 式 金 式 式 ン 限 産
d員Z』3Z 規入橋 J11 回 回 田

員 建在A、
製千

建荘メ〉、 サ A荘 喜荘メb、
建す 不荘A 

食品喜芸品、裕 雅 正 雅
成 株業 ア 1 P 

部操ロ ク1i 1 

、、、
動 醍 lメレネL 

雇マ:z者コ:

建樹 自彦 保進 税己 税之 I L 
ツ

産醐
二の

造 式 設 ク 製干上 ンヨ 十七ア一蜘事え 設建 設 キ ビU
賃興産 テ l設 車 険 理 理 設 社A ア S 械ン

株A 式Zミ ナラ 年七川賀一ク ス 加精
貸 造

業
τ圭~

業 士 士 ト 工光
スン アナ、ノ

月 (
% 

業社
慢マ川T ~ 敬話業 業 業 業生 業 業 業 在日

原 ス

京都産米「祝J100%使用

ー主J都 三子
京 都 市伏見区横大路 三 栖山城屋敷町 105番地

電話 611-2124代表

清酒英勲醸造元

斉藤酒造株式 ム
冨 社

R
U
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サラリーマンや年金受給者のための還付申告会場のお知5せ
次のとおり、確定申告期間前に年金受給者、給与所得者の医療費控除、住宅借入金等特別控除及び

中途退職に係る還付申告会場を開設しますので、ご利用ください。

開設期間 | 会 場 | 所在地

2月10日(水)・12日制・15日(月)I伏見区役所醍醐支所3階会議室 |伏見区醍醐大構町28

※ 開設初日は混雑が予想されます。なお、本年は「伏見区役所本所」には申告会場を開設

していませんのでご注意ください。

O 税理士による地区相談会場のお知5せ
税理士による確定申告書の書き方などの相談を無料で行います。

開 設期間 | 会 場

2月16日(火)・17日(水)I伏見区役所醍醐支所3階会議室

2月18日(木)・19日(金)I淀連合自治会淀会館2階ホール

O 

所在地

伏見区醍醐大構町28

伏見区淀池上町131-1

確

カミ

所得が総与や公的年金のみの方はさらに便利に!

給与所得者又は公的年金所得者の方向けの申告書作成箇箇を新設レまレだ。

初めての方でも操作がレやすい画面となってお、りますので、是非ご利用ください。

上記の会場は、伏見税務署、伏見納税協会の共催により開設しています。
消費税の確定申告の相談も行っていますので、ご利用ください。

いずれの会場も開設時聞は、午前9時30分~正午、午後 1時~午後 4時です。
受付時聞は午後 3時までですが、混雑の状況により早めに受付を終了させていただく場合があります。
土地・建物・株式等の譲渡所得、贈与税、相続税の申告については、税務署にご相談くださし、。

各会場の駐車場は混雑が予想されますので、お車でのご来場はご遠慮くださ ¥"0

※
※
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.

.
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③申告書を提出

出

e-Tax 

関

@申告書を作成

圃面の寮内に従って、金額
等を入力し申告書等を作氏

①作成コー才一へyクセス
ご自宅のパソコン等から、
「作成コーナー」で機索。

カ=

な

確定申告の時期、税務署は大変混 雑します。

申告書の作成は、ご自宅で!
未

|作成コー7-] www.nta.go.jp 国税庁ホームページ

来

庖

TEL 601 -1350 
601 -1366 

京・伏見中油掛本

京阪桃山駅東角

TEL 611 -0948 

桃山眉

お
献上銘菓

& 

4をA 合

，、
御菓子司

-6 



平成27年12月 伏見納税だより 第191号
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

〆

圏外転出され忍方ヘ
国外転出をする時に、

1億円以上の有価証券等を所有等している場合は、

所得税の確定申告等の手続が必要となります。

1億円以上の有価証券等を所有等している方が圏外に居住する親族等へ有価証券等の贈与

等を行う場合も同様に、所得税の確定申告等の手続が必要となります。

平成27年度税制改正により、「国外転出をする場合の譲渡所得等の特例J(以下「圏外転出時

課税」といいます。)が創設され、平成27年7月1日以後に圏外転出(圏内に住所及び居所を有し

ないこととなることをいいます。)をする一定の居住者が 1億円以上の有価証券等(以下「対象資産」

といいます。)を所有等している場合には、その対象資産の含み益に所得税(復興特別所得税を含

みます。以下同じです。)が課税されることとなりました。

圏外転出時課税の対象となる方は、所得税の確定申告等の手続を行う必要があります。ま

た、一定の場合は、納税猶予制度や税額を減額するなどの措置(以下「減額措置等」といいます。)

を受けることができます。いずれの減額措置等も圏外転出までに納税管理人の届出書(※)を所

轄税務署に提出するなどの手続が必須となりますので、ご注意ください。

※ 納税管理人の届出書[http://wwW.nta.9o.jp/tetsuzuki/shinsei/annai/shinko川/pdfl07.pdf]は、国税庁ホームページから
ダウンロードすることができます。なお、税務署にも用意してあります。

圏外転出時課税の対象者

圏外転出時において、(1)及び(2)のいずれにも該当する居住者が、国外転出時課税の対象者と

なります。
(1) 所有等している対象資産の価額の合計が1億円以よであること。
(2) 原則として圏外転出をする目前10年以内において園内に5年を超えて住所又は居所を

有していること。

グ資産
価証券(株式、投資信託等)、匿名組合契約の出資の持分、未決済の信用取引・発行日取引・

パティブ取引が国外転出時課税の対象資産となります。

料理の基本は

株式会社創昧食品

-7 -

※詳しくは税務署までお問い合わせください。

さしすせそうみ

京都市伏見区楠大路芝生24・3
TEL075・612・3333htlp:l/www.somi.jpl 
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|京都府・京都市か5のお知5せ |

・事業主のみなさまへ

個人住民税の特別徴収の
実施をお願いします

~京都府と京都府内の全ての市町村は、個人住民税の特別徴収を推進しでいます~

・個人住民税の特別徴収とは

従 業 員 の 方 の個人住民税(市町村民税・ 府 民 税 ) を 事 業 主 の 方 が 毎 月 の 給 与 の お 支 払 い の 際に、

所 得 税 と 同 様 に給与から差し弓|いて徴収(特別徴収)し、市町村へ納入していただく制度です。

地方税法第321条の4及び各市町村の税条例の規定により、給与を支払う事業者は、原則として

全て特別徴収義務 者 と し て 個 人 住 民 税 を 特 別徴収していただく，ことになっています。

.特別徴収の事 務

所得税の源泉徴収と異なり、給与から差し弓|く額は従業員の方がお住まいの市町村から通知 さ

れます。したがって所得税のような税額計算や年末調整は不要です。

・特 別徴 収の メリット

これまで納付 書 に よ り 年 4回納めていた従業員の方については、

-金融機関等へ納税のために出向く手間を省くことができ、納め忘れがなくなる O

-年12回に分けて納付されるので、 1回当たりの負担額が少なくて済む。など、便利な制度です。

特別徴収の方法による納税のしくみ

~ 
①給与支払報告書提出

1~~ 
くお特別徴収税額 伶

窃税額の計算

の通知

(1月31日まで)
戸《

~ ③特別徴収税額の通知

(由E闘震間拍でが筒与揮開月支をの由払問総由収号5支開月・a ト/E -陸，~ ，軍~竺 (5ー月・・31日まで〉⑤税額の納入

・・ー臼sJL'-~- (翌月 10日まで)
•• v 

従難民 (給与所稽者)

納 税器務者 i
業主(給与支払者)

i特別徴収義務者

問合せ先京都府税務制課税・電算担当 075- 414 -4434 
京都市市税事務所法人税務担当 075-213-5246

平成28年度償却資産(固定資産税)の申告について
回定資産税は土地、家屋、償却資産に叫秘されます。償却資産については申告制度がとられていますので、平

成28年 1 月 1 日現在に所有している事業用の資産(土地、家屋、自動車税、軽自動車税のaU~.lI'Jí対象を除く減価償
却の対象となる資産)について、申告してください。

川白却資産の種類と具体例について|①構築物(庭園、門、塀、舗装路面、立体駐車場など)②機械・装置(加
工機械、製造機械、 理股工染機械、 機械式駐車設備など)③車両・運搬具(ロードローラ一、ブルドーザ、

フォークリフトなど)④工具・器具備品(事務机、応接セット、音響機器、 OA機器、看板、金庫など)

l中小企業専の損金算入特例についてl租税特別措置法の規定により取得価額10万 円 以 上30万円未満の少額資
産を一時に掛金亦入した場合についても、償却資産(固定資産税)の課税対象となります。法定耐用年数を記
入のうえ、御申告ください。

!テナントが取り付けた家屋の附帯設備について |テナント(家屋の所有者以外の方)が、事業の用に供する
ため、 平成16年 4 月 1 日以降にJI~ り付けた家出の内装や建築設備などの附帯設備については、テナントから

償却資産として御申告いただく必要があります。

く提出期限〉 平成28年 2月 1日(月)

12月下旬までに申告書がお手元に届かない場合は、御連絡ください。

く提出及び問合せ先〉
京都市では、区役所・支所の窓口では償却資産の申告書を受け付けておりません。償却資産の取扱窓口は

以下のとおりとなっておりますので、よろしくお願いいたします。
なお、複数区に資産が所在する場合は、区ごとに申告書を作成してください。

干 604-8171
京都市中京区烏丸通御池下る虎屋町566番地の 1 井門明治安田生命ピル 5階

京都市行財政局税務部資産税課償却資産 担当 (TEL075 -213 -5214) 
※ また、京都市では地方税法の規定により実地調査を実施しております。調査資料として、税務書類や決

算書類の開示又は写しの提出を求める場合がありますので、御理解と御協力をお願いします。
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